
第１回富山市有機農業推進協議会次第

日時：令和５年５月８日（月）１０時から

場所：大沢野会館別館４０２会議室

旧大沢野行政サービスセンター
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資料１

富山市有機農業推進協議会設立の趣旨 

１ 設立の背景 

 日本の食料・農林水産業は、自然災害・地球温暖化、生産者の減少等の生産基盤の脆弱化、地域コミュ

ニティの衰退、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とした生産・消費の変化などの課題に直面して

おり、将来にわたって食料の安定供給を図るためには、災害や温暖化に強く、生産者の減少やポストコロ

ナを見据えた農林水産行政を推進していく必要があります。

 このような中、健康な食生活や持続的な生産・消費の活発化に加え、諸外国でも環境や健康に関する戦

略を策定するなどの動きがみられます。

 今後、このような SDGs や環境を重視する国内外の動きが加速していくと見込まれる中、日本でも食
料・農林水産業においてもこれらに的確に対応し、持続可能な食料システムを構築することが急務とな

っています。

 このことから、国において、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーション（技術革

新）で実現する「みどりの食料システム戦略」が策定されました。

図１ みどりの食料システム戦略の概要

 この戦略の中で、2050 年までに目指す姿として、「 耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を

25％（100万 ha）に拡大」するとしています。
 また、みどりの食料システムの具体的な取組は図２のとおりです。
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図２ みどりの食料システム（具体的な取組）

 調達、生産、加工・流通、消費の各分野での技術革新を進めながら、総合的に取り組むことで、持続可

能な農山漁村の創造と、サプライチェーン全体を貫く基盤技術の確立と連携などにより、雇用の増大と

地域所得の向上、豊かな食生活の実現を目指すとされています。

有機農業は、「化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組換え技術を利用しな

いことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用いて

行われる農業」と定義されており、生物多様性の保全や地球温暖化防止に寄与する環境に優しい農業と

してこれまで取り組まれてきております。

その有機農業の拡大を、図３の技術革新をもって進めるとしています。
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図３：有機農業の取組面積拡大に向けた取組

 これらの技術革新は国主導で進められ、国全体で有機農業が推進されることとされました。

２ 設立の趣旨 

 有機農業は、昨今の物価高騰により、化学合成肥料や農薬の価格が上昇する中、国内で調達できる有機

質を肥料として活用できることから、市内においても関心が高まっています。

また、国では、有機農業を拡大するため、地域ぐるみで有機農業に取り組む市町村を「オーガニックビ

レッジ」と位置づけ、その取組の横展開による有機農業の拡大を目指しており、本市においても、これら

国の動きや市内農業者の関心の高まりに対応する必要があります。

 このことから、今年度、令和 10年度を目標年度として、市内で有機農業の取組面積の拡大や取り組み
農家の増加を目指し、「富山市有機農業実施計画」の策定と「オーガニックビレッジ宣言」を行うため、

「富山市有機農業推進協議会」を設立し、その計画等の検討を行います。

今回の「オーガニックビレッジ宣言」と「富山市有機農業実施計画」が契機となり、本市において、農

業者から消費者まで有機農業に対する理解が幅広く進み、慣行農業と有機農業がバランスよく共存し、

生産力の向上と持続性が両立した、「環境と調和した未来に繋がる富山市農業」の第一歩となることを目

指します。
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資料２

オーガニックビレッジと有機農業推進計画の検討内容について 

１ 国内の状況 

 国では、みどりの食料システム戦略を踏まえ、地域ぐるみで有機農業に取り組む市町村をモデル地区

「オーガニックビレッジ」として創出し、有機農業の取組を全国で面的に展開するとしています（図１）。

図１：国の事業イメージ

 国では、2025年までに 100市町村のオーガニックビレッジを創出することを目標としており、令和 5
年 4月 18日時点で、28市町村がその宣言を行っています。（別紙１）
 なお、県内では、南砺市が令和５年４月４日に宣言を行っています。

 なお、有機農業実施計画を策定し、オーガニックビレッジ宣言を行った市町村には、その計画に位置付

けた取組みに対して、２年間定額の補助金が交付されます。

 本市においても、南砺市等と同様に今年度有機農業実施計画の策定と宣言を行う予定です。
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２ 有機農業実施計画の内容について 

 今年度策定する「富山市有機農業実施計画」を策定するにあたり、以下の内容について協議会にてご検

討いただき、事務局でとりまとめ後、協議会で案を策定します。その後、市長へ報告します。

 ①有機農業の現状と５年後に目指す目標

 ②有機農業の生産段階の推進の取組

 ③有機農業で生産された農産物の流通、加工、消費等の取組

 ④実施体制と関係者の役割

 ⑤資金計画

 （参考・・・南砺市有機農業実施計画）

３ オーガニックビレッジ宣言について 

 実施計画の内容を踏まえ、市長のコメント等について協議会で案を作成し、事務局から市長へ報告し

ます。

 （参考・・・南砺市オーガニックビレッジ宣言）

４ 本市での有機農業推進の流れ 

図２：有機農業推進の流れ

 令和５年度は、国の支援を受けて有機農業実施計画の検討・策定を行います（取組内容は後ほど説明）。

 宣言ののち、令和６年度から２年間は国の支援を受け、令和８年度から３年間は独自財源で計画の実

現を目指します。

 それ以降は、計画の見直しを行いながら、さらなる取組拡大を目指します。
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有機農業の推進品目

本市が拡大する有機農業のレベルと推進品目（案）

本市が拡大する
有機農業のレベル

国がシステム戦略で
目指す有機農業レベル

有機米

富山えごま

・本市の基幹作物
・県外でも知名度が高い
・省力化等により、取組の拡大が
見込まれる

・近年、市・農協で特産化を推進
・健康食品原料として有機栽培が基本
・あおば農協で有機水準で栽培推進（別紙）
・中山間地域での獣害が少ない

資料３
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大沢野地域を中心に有機農業を発信！

令和５年度の活動内容

有機米 富山えごま

有機農業の推進による持続可能な富山市農業の実現

現状・課題
・大沢野地域を中心に有機農業が盛んに実施
・化学合成肥料や農薬等の高騰により有機農業が注目
・有機栽培の拡大には地域の理解や協力が重要
・栽培に手間がかかり、経営拡大には省力化が必須
・農産物の販路は農業者で独自に開拓

課題解決に必要な事項
・地域の理解の促進（市で有機農業を進めるストーリー）
・農業者が有機農業に対する理解を深め営農の選択肢に加える
・有機栽培に必要な農業機械導入による作業の省力化
・消費者が有機農産物を選択できる機会を増やす
・生産を拡大した後の有機農産物の販路の確保

令和５年度に試行的に取組む事項
・市として有機農業を進めるストーリーの検討
・共通理解促進のための先進地視察（兵庫県豊岡市）
・市内有機農業者の実践的技術の紹介
・有機農業用機械のデモンストレーション（導入機械の検討）
・既存イベントでの有機農産物の出品
・加工品の開発による新たな販路開拓（海産物・日本酒との連携）
・市内全学校給食での有機米の試用

現状・課題
・鳥獣害に強い作物として大沢野・山田地域等で栽培
・大沢野地域の畑地ほ場整備で栽培面積が急拡大、供給＞需要
・有機JAS認定を受けた栽培でない（消費者志向とのミスマッチ）
・収穫ロスが多く反収が不安定
・本市環境未来都市計画で６次産業化・スマート化を目指す

課題解決に必要な事項
・富山えごまの有機栽培の技術向上
・有機栽培に必要な技術導入による作業の省力化
・有機JAS認定の取得の推進
・有機栽培による富山えごま関連商品の付加価値の向上
・市民が富山えごまを食す機会を増やし地域での利用促進

令和５年度に試行的に取組む事項
・共通理解促進のための先進地視察（兵庫県豊岡市）
・エゴママイスター等の実践的栽培技術の普及
・有機農業用機械のデモンストレーション（導入機械の検討）
・有機JAS認定取得勉強会
・既存イベントでの富山えごま関連商品の出品
・健康づくり意識の高い市民へのオイル配布、食す機会の拡大
・市内全学校給食での富山えごまの利用

資料４
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１ 富山市有機農業推進協議会
・試行的な取組の効果検証
・先進地視察（兵庫県豊岡市等）による本市での有機農業推進方策の検討
・富山市有機農業実施計画の検討・策定

２ 有機農産物の生産拡大（市内農家対象）
・有機栽培農家３経営体での実証ほ場の設置と広報活動
・有機栽培農家の栽培技術研修及び実証ほ場の見学会（１回）
・有機栽培用農業用機械デモンストレーションの開催（１回）
・有機JAS認定勉強会の開催（１回）

３ 有機農産物の消費拡大（市民対象）
・既存イベント「ワンデージャックフェスタ」「中山間マルシェ」での出店・PR（各１回）
・有機米、富山えごまの学校給食（各１回）※１
・中高年健康づくりコース受講者への富山えごま油の提供と飲用モニターアンケート（１回）※２

４ 有機農産物の加工品開発
・新鮮な「うみのもん」と有機「やまのもん」を用いた加工品の試作
・有機酒米を使ったこだわりの日本酒の検討（可能であれば試作）

令和５年度の活動内容
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３ 有機農産物の消費拡大
・有機米、富山えごまの学校給食（各１回）※１

有機米の必要量 約３３，０００食/回×約８０ｇ（炊飯前）/食 ＝ ２，６４０ｋｇ/回

・・・有機米栽培農家から購入を予定

えごま種の必要量 約３３，０００食/回×約５ｇ/食 ＝ １６５ｋｇ/回

・・・あおば農協から購入を予定

・中高年健康づくりコース受講者への富山えごま油の提供と飲用モニターアンケート（１回）※２

えごま油（１８０ｍｌ）の必要量 約４００名分/回

・・・あおば農協から購入を予定

令和５年度の活動内容
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・学校給食利用促進
「有機米・富山えごま」を中心とした

有機農業の推進で目指す
持続可能な富山市農業の実現

富山市有機農業推進協議会

有機農業者
小原営農センター・土遊野

事務局
富山市農業水産課

流通関係
㈱富山中央青果

生産者関係
あおば農協
富山市農協
なのはな農協

健康づくり
富山市体育協会

富山市
関係部局
教育委員会
環境部

アドバイザー
富山農林振興センター
富山県農業技術課

・「富山えごま」飲用
モニターアンケート

有機栽培用機械
農機メーカー

・栽培拡大支援
・産地づくり支援
・有機農産物販売促進

・学校給食利用促進
・有機農産物販売促進

異業種
とやま市漁協

J’sコーポレーション
酒造メーカー

・有機えごま栽培指導
・有機農業技術指導
・有機JAS認証取得

・有機栽培実践普及活動
・省力化機械の導入

・うみのもんとやまのもんの加工
品（寿司等）開発
・有機酒米を使った高級日本酒

・学校給食利用
・SDGｓ環境未来都市推進

・事業実施運営管理
・関係機関等との調整
・検討会の開催（２回）
・先進地視察（１回）

協力

協議会委員
講師

日本えごまの会
有機農業認証団体

・機械デモンストレーション学校給食関係団体
富山市学校給食会

・学校給食利用促進

有機農業者
その他の経営体

・イベントへの出品
・計画推進段階での参画

学識経験者
大学教授

・計画策定協力

令和５年度 実施体制
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上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

〇協議会関係
◎
第1回
5/8

◎
第2回

　有機農業実施計画検討 ●
中間
報告

　先進地視察（兵庫県豊岡市） ● ◎

　オーガニックビレッジ宣言 ● ◎

〇生産拡大関係

　実証ほ場設置
　・水稲２か所、えごま１か所

● ◎

　産地見学会及び栽培研修会 ● ◎

　機械デモンストレーション ● ◎

　有機JAS認定取得勉強会 ● ◎

〇消費拡大関係

　既存イベントへの出品 ●
◎
5日

◎
12日

　有機米等の学校給食 ●
◎
8日

　富山えごま油モニターアンケート ● ◎

〇加工品開発関係

　海産物と有機農産物の加工品開発 ● ◎

　有機酒米の日本酒開発 ● ◎

備考

実証
ほの
いず
れか
１枚に
て

実証
ほに
て

ワン
デー
ジャッ
クフェ
スタ

中山
間地
域直
売イ
ベント

有機
の日

(案)
提示

富山市有機農業推進協議会検討スケジュール（案）

3月

令和5年 令和6年

9月 10月 11月 12月 1月 2月区分 4月 5月 6月 7月 8月

随時自由見学・富山市農林水産部ツイッター等による広報活動

モニター飲用 アンケート回収・集計

修正

修正



●令和５年度の取組について

区分 意見をいただきたい項目 意見

取組の内容につ
いて

〇先進地視察先は豊岡市を想定

〇実証ほ場について
・小原営農センター水稲ほ場　１箇所
・土遊野水稲ほ場　１箇所
・あおば農協管内えごまほ場　１箇所

〇機械デモンストレーション参加企業について
　　デモンストレーション開催ほ場について

〇加工品開発の連携先について

取組のスケ
ジュールについ
て

〇時期的に開催困難な取組みはないか

●令和６年度以降本市において有機農業を進めるために

区分 意見をいただきたい項目 意見

現状について

〇有機ＪＡＳ栽培面積（水稲）　R３実績　８０．２ｈａ

〇有機ＪＡＳ認定取得者（水稲）　４経営体

〇市内えごま栽培面積　Ｒ３実績　２０．８ｈａ
　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ４実績　１７．３ｈａ

〇有機農業参入希望農業者について

課題について

〇栽培技術の面

〇農地確保の面

〇有機農産物の販売の面

〇その他

市民が共感しや
すいテーマにつ
いて

〇市民の理解が得られる本市でのテーマについ
て

〇その他

必要な取組みに
ついて

〇生産拡大の面

〇消費拡大の面

〇その他

必要な支援につ
いて

〇生産拡大の面

〇消費拡大の面

〇その他

第１回　富山市有機農業推進協議会　意見交換シート



（参考資料１）


















